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●７月はロータリー親睦活動月間です。
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室蘭北ロータリークラブ会報

本日のプログラム 前回までの例会の報告

第2322回（7月7日）例会記録

室蘭岳

本日献立 洋風ランチ（ハンバーグ弁当、スープ、デ
ザート）

次回献立予定

菅原　義男 会長

「各委員会活動計画発表」

内池　秀光 会員
クラブ管理運営委員会

卓話「新住まいのウチイケスタイル」
次回の予定プログラム

現　在　＄１＝107円
７月のロータリーレート

１．本日例会終了後、第1回理事会が開催され
ます。関係者はお集まりください。

２．国際ロータリー日本事務局より
　　レートの変更お知らせが届いております。

　＊ポリオプラス募金、1人100円とワンコイン
ニコニコBOXのご協力を、お願い致します。

幹事報告

会長報告
１．伊達ＲＣより創立60周年記念誌と洞爺湖
ＲＣより創立50周年記念式典・祝賀会
フォトブックが届きました。回覧致します。

２．2019-2020年度地区国際奉仕・ＶＴＴ委
員会　年間事業報告書が届きました。回覧
致します。

１．2019-2020年度出席委員会　水野会員より
　　先週欠席されました方の出席100％を表彰
いたします。

　　　25年目　西尾　静枝 会員
２．クラブ広報委員会より
　　委員会のご案内

委員会報告

※18：30より、クラブ協議会を開催いたします。

出席報告

会員数
出席免除者数
出席義務者数

48名
2名
46名

出席者数
欠席者数
出席率

36名
11名

76.6％

各種記念日

誕生記念日　椛澤　哲也 会員　7月8日

結婚記念日　赤崎　幸三 会員　7月6日

結婚記念日　黒崎　　清 会員　7月7日

結婚記念日　小玉　忠弘 会員　7月7日

創立記念日　國田　雅弘 会員　7月1日

創立記念日　川本　康裕 会員　7月2日

ニコニコＢＯＸ

藤井徹也（一年間よろしくお願いします）
小野寺浩二（国際奉仕委員会一年間よろしくお願いします）
菅原正明（菅原会長、藤井幹事、一年間長いです。
頑張ってください）
川本康裕（今年で開業40周年になります。今年度
ＳＡＡよろしくお願いします）
菅原義男（2020-2021年度会長就任にあたり）
猪俣英二（先週出し忘れました。今年一年ニコニコ
ＢＯＸよろしくお願いします）
西尾静枝（お久しぶりです。100％出席表彰されました）
菅原悦子（お久しぶりです。皆様に会えてうれしいです）

2020～2021年度　国際ロータリーテーマ

ROTARY Opens Opportunities 
　　「ロータリーは機会の扉を開く」
　　　　2020～2021年度 ＲＩ会長　ホルガー・クナーク

志水様

いつもお世話になっております。
念のため修正版をお送り致します。宜しくお願い致します。　　　　　　　　北海印刷/菊池

笹谷様
いつもお世話になっております。
校正をお送り致します。宜しくお願い致します。　　　　　北海印刷/菊池

恐れ入ります。６月のメニューをお願い致します。



前回例会のプログラム

菅原　義男 会長「新会長挨拶」・「各委員会活動計画発表」

　2020～2021年度室蘭北ロータリークラブ会長
就任にあたりご挨拶申し上げます。
　本年度、日本ロータリー100周年の年度にあたっ
ております。その重要な年に会長に就任し、責任の
重さを十分に感じております。
　今、新型コロナウイルス感染が世界的に流行し、
終息にはまだ時間が必要となり、様々な影響を受
けています。日本でも緊急事態宣言が発令され外
出自粛生活によって私たちの暮らしは大きく変わ
りました。自粛緩和後も政府の専門家会議が示し
た「新しい生活様式」が推奨され今後も私たちの
暮らし方や気持ちも変化していくことと思います。
　ＲＩ会長ホルガー・クナーク氏のテーマは「ロー

タリーは機会の扉を開く」です。
　私たちがここに来たのは、ロータリーがもたらす
機会を信じているからです。それは、ほかの人々に
とっての機会であり、私たちにとっての機会です。
奉仕の行いは、その大小に関わらず、助けを必要と
する人たちのために機会を生み出すものであると
信じています。と語られております。
　第2510地区目標は「守・破・離」の心で初心を忘
れず！変化を恐れず！希望の扉を開けましょう。こ
のＲＩ、地区の方針を踏まえ、室蘭北ロータリーク
ラブのスローガンは
「学び愛・語り愛・心の扉を開きましょう！」とさせ
て頂きます。
　スローガンを実現するために次の目標を掲げま
した。
●ロータリーの歴史を学び、ロータリーの楽しさを
探し会員で共有する。
●純増三名の会員増と退会会員０を目指します。
●各委員会と協力して楽しい例会を目指します。
●歴代会長が行ってきた奉仕活動を継続する。
●前年度からの継続で北ロータリークラブ定款細
則の見直しをする。
　創立50周年に向けて準備委員会を立ち上げます。
会員の皆様と、毎週例会でお会いできることを楽
しみにしております。
　今後一年間皆様のご理解とご協力をよろしくお
願い申し上げます。

◆就任挨拶◆

会長　菅原　義男

　2018年12月の「次々年度幹事指名」のご挨拶で
は、星野仙一さんの『神様は、乗り越えられる人に
しか試練を与えない』という言葉を取り上げました。
あれからの一年半の中で、社業においても大きな
チャレンジを経験し、そして今、新型コロナウィル
スという大きな試練を目の当たりにし、「試練を苦

しみながら乗り越えるのではなく、そのプロセス自
体を楽しんでしまおう」という気持ちが生まれてき
ました。
　2020-20201　RI会長テーマ
　「ロータリーは機会の扉を開く」、
　同2510地区方針
　「守・破・離」の心で初心忘れず！
　　　変化を恐れず！希望の扉を開きましょう
　菅原会長が決められた今年度のクラブ方針は
「学び愛　助け愛　心の扉を開きましょう」です。
　難局を乗り越えたときに開く扉を楽しみに一年
間務めさせていただきます。
　一年後の本間会長に「自分の前の会長が菅原会
長でよかった」と言っていただけるようなクラブ運
営を心掛けていきます。
　菅原会長の手となり、足となり、時には目や口と
なり、室蘭北ロータリークラブの発展の為身を粉に
して務めさせていただきます。
　一年間、よろしくお願いいたします。

幹事　藤井　徹也



第1回　理事会議事録
日時：2020年7月7日（火）13：30～
場所：ホテルサンルート室蘭
出席者：菅原義男、本間　信、赤崎幸三、藤井徹也、
　　　　松田博文、川本康裕、菅原正明、椛澤哲也、
　　　　荒谷信幸、猪俣英二、宮本一章、太田義則、
　　　　小野寺浩二、西野義人、齊藤俊一、米塚　豊
【議事】
１．予算、プログラム、委員会構成について
　予算　繰越金を確定
　一般会計831,445円、特別会計1,381,523円
　プログラム　9月27日家族例会……………承認
　委員会構成　クラブ広報委員会に岸田会員
２．7月21日(火)クラブ協議会について
　議案　１）今年度クラブ運営について
　　　　２）ガバナー訪問について
　　　　　入会3年未満の会員に出席指名
３．7/28(火)親睦夜間例会について
　会場はサンルート、予算5万円で承認
４．9/1(火)ガバナー訪問について
　ガバナー他３名宿泊

５．室蘭民報　紙上花火大会開園、暑中見舞い
　　名刺広告掲載の件
　広告費　１６，５００円………………………承認
６．その他
　国際奉仕委員会より
　　国際奉仕地区補助金事業の申請
　　委員会より　５万円出費
　会員増強セミナー
　　ユーチューブでオンライン開催
　　７/２６（日）１６時より　有料
　出席免除の件
　　内池眞人会員、菅原悦子会員より要請…承認
　新会員の件
　　サンルート櫛引会員退会に代わり、
　　サンルート柳谷純二会員入会
　職業分類の件
　　松田会員の職業分類を変更
　　　コンクリート工事から警備業
　日本ロータリー100周年記念ピンバッジ購入の件
　　１個200円＊会員数　購入
　３ロータリー合同例会を９月から１０月へ
　変更の予定

議　事　録

各委員会活動計画発表

S.A.A.
　川本　康裕　S.A.A.

クラブ管理運営委員会・プログラム委員会
　荒谷　信幸　委員長

クラブ広報委員会
　菅原　正明　委員長

出席委員会
　岸田　　理　委員長

会員増強委員会
椛澤　哲也　委員長

出席100％表彰
　25年目　西尾　静枝 会員

出席率100％表彰



　今月前半に春学期最後のコースであったEnvi-

ronmental Assessmentが終わり、街全体が夏

季休暇の雰囲気となっています。

　6月20日の夏至の日に、ウプサラロータリーク

ラブの方から紹介していただいた日本人の方を

訪ねて、Gamla Uppsalaという中心地から少し

北の郊外へ行きました。もともと4月イースターの

時期にお誘いいただいていたのですが、COVID-

19が感染拡大している時期だったため延期して

今月訪問しました。

　Gamla Uppsalaは英語に訳すとOld 

Uppsalaで、全体が遺跡ともいえる観光地です。

そしてスウェーデンの年中行事でもっとも盛大に

祝われる夏至の時期は多くの観光客で溢れかえる

そうですが、今年は催し物がないため、静かで人の

少ないGamla Uppsalaを案内していただきまし

た。5世紀から6世紀にかけて、この地に王が住ん

でいたとされ、当時は政治と宗教の中心地だった

そうです。開けた牧草地帯にKings moundsまた

はRoyal moundsと呼ばれる3つの墳丘があり、

当時の王3名が眠っていると伝えられています。

　今回紹介していただいたのは日本出身の女性

だったのですが、驚いたことにその方のパート

ナーであるスウェーデン出身の方とは昨年のイン

ターン時にお会いしていました。当時、Supervi-

sorとともにGamla Uppsalaにある個人農場に

On-site wastewater treatmentとして

Biochar filtration systemを設置したのですが、

その農場のオーナーが今回訪ねた女性のパート

ナーでした。また、今後は修論研究に取り組むこと

になるので、先日Supervisorとミーティングをし

たのですが、修論のテーマとしてこのBiochar 

filtration systemについて取り組めることにな

りました。

　また、今年中に一時帰国をすることは、2週間の

隔離が往復ともに必要であることを考えるとあ

まり現実的ではないと判断し、そのために延期す

るつもりだった休暇を夏の間にスウェーデンで取

ることにしました。7月10日までは修論テーマに

関する論文を読んだり、実験室での各種分析法を

学んだりする予定です。その後はSupervisorも休

暇に入るため、同時期に休暇をとり、8月後半から

再び研究に取り組みます。休暇中もスウェーデン

にいることは変わらないため、人との接触を避け

つつ広大な自然等を探索したいと考えています。

（終）

ロータリー月例報告　Vol.10
　重井　真琴　　　留学先：スウェーデン農業科学大学（SLU）

Gamla Uppsalaの風景とRoyal mounds




